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北
朝
鮮
の
第
二
回
の
普
遍
的
定
期
審
査
（
Ｕ
Ｐ
Ｒ
）
は
、

二
〇
一
四
年
五
月
一
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
及
び
英
国
が
ト
ロ
イ
カ
（
報
告
団
）
を
構
成

し
ま
し
た
。
審
査
に
あ
た
っ
て
、
ベ
ル
ギ
ー
、
チ
ェ
コ
、
ド
イ
ツ
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
、
英
国
及
び
米
国
の
一
一
カ

国
が
事
前
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

北
朝
鮮
が
提
出
し
た
国
家
報
告
書
で
は
、
相
変
わ
ら
ず
、
人
権

は
各
主
権
国
家
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
人
権

と
は
国
家
主
権
を
意
味
す
る
と
し
、
人
権
は
国
内
問
題
で
あ
る
と

の
従
来
の
主
張
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
人
権
問
題
を
口
実
と
す

る
体
制
の
変
革
は
人
権
の
違
反
を
構
成
す
る
と
の
論
理
で
す
。

報
告
書
の
中
で
は
い
く
つ
か
の
人
権
状
況
の
改
善
に
つ
い
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
条
約
に
つ
い
て
は
、
テ
ロ
資
金
規
制
条

約
の
批
准
及
び
障
害
者
権
利
条
約
へ
の
署
名
と
批
准
の
準
備
が
、

国
内
法
に
つ
い
て
は
、
刑
法
改
正
に
よ
る
刑
罰
の
軽
減
、
刑
事
訴

訟
法
改
正
に
よ
る
取
調
べ
の
可
視
化
、
通
信
法
や
電
子
認
証
法
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
法
の
制
定
、
女
性
の
権
利

の
保
護
及
び
促
進
に
関
す
る
法
の
制
定
、
司
法
面
で
は
地
方
人
民

裁
判
所
に
代
え
て
各
行
政
区
に
人
民
裁
判
所
を
設
置
、
さ
ら
に
義

務
教
育
の
一
一
年
か
ら
一
二
年
へ
の
延
長
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
の
Ｕ
Ｐ
Ｒ
で
、
北
朝
鮮
は
、
外
国
の
圧
力
と
軍
事
的
脅

威
が
経
済
発
展
と
国
民
の
生
活
水
準
の
向
上
を
阻
害
し
て
い
る
と

し
な
が
ら
も
、
Ｕ
Ｐ
Ｒ
自
体
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
北
朝
鮮
に

お
け
る
真
の
人
権
状
況
を
理
解
す
る
よ
い
機
会
だ
と
述
べ
ま
し

た
。
他
方
で
、
北
朝
鮮
が
採
用
し
て
い
る
先
軍
政
治
は
国
家
主
権

を
守
り
、
戦
争
の
勃
発
を
防
止
し
、
経
済
発
展
を
可
能
に
し
て
き

た
と
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
憲
法
上
も
慣
行
に
お
い
て
も
平
等

は
保
障
さ
れ
て
い
る
と
し
、国
民
を
「
核
心
階
層
」、「
動
揺
階
層
」、

「
敵
対
階
層
」
に
分
け
た
身
分
制
度
と
も
い
う
べ
き
い
わ
ゆ
る
出

世
界
の
人
権
は
い
ま
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身
成
分
の
存
在
を
否
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
拉
致
問
題
を
含
む

北
朝
鮮
に
お
け
る
人
権
侵
害
を
調
査
す
る
た
め
に
、
二
〇
一
三
年

三
月
に
国
連
人
権
理
事
会
に
お
け
る
決
議
で
設
置
さ
れ
た
国
連
調

査
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ
）
に
対
し
、
同
委
員
会
は
人
権
以
外
の
政
治

的
動
機
に
基
づ
い
て
い
る
と
し
て
非
難
し
ま
し
た
。

国
連
調
査
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｉ
）
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
最

高
裁
判
所
元
判
事
の
マ
イ
ケ
ル
・
カ
ー
ビ
ー
氏
を
委
員
長
に
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
元
検
事
総
長
で
、
前
北
朝
鮮
人
権
状
況
特
別
報
告

者
の
マ
ル
ズ
キ
・
ダ
ル
ス
マ
ン
氏
及
び
セ
ル
ビ
ア
・
ヘ
ル
シ
ン
キ

人
権
委
員
会
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
代
表
の
ソ
ー
ニ
ャ
・
ビ
セ
ル
コ
氏
の
三

名
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
は
、
二
〇
一
三
年
に
調
査
の

た
め
に
来
日
し
、
北
朝
鮮
の
Ｕ
Ｐ
Ｒ
審
査
が
行
わ
れ
る
直
前
の

二
〇
一
四
年
三
月
の
第
二
五
回
国
連
人
権
理
事
会
に
最
終
報
告
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
同
最
終
報
告
書
で
は
、
北
朝
鮮
に
お
け
る
人

権
侵
害
は
「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
に
相
当
し
う
る
と
し
、
北
朝

鮮
に
具
体
的
な
取
組
を
勧
告
す
る
と
と
も
に
、
国
連
や
国
際
社
会

に
さ
ら
な
る
行
動
を
求
め
ま
し
た
。
拉
致
問
題
に
つ
い
て
も
、
拉

致
及
び
拉
致
被
害
者
の
置
か
れ
た
状
況
を
、
現
在
も
進
行
し
て
い

る
人
道
に
対
す
る
犯
罪
と
し
、
北
朝
鮮
に
対
し
、
拉
致
被
害
者
に

関
す
る
情
報
提
供
と
被
害
者
本
人
及
び
そ
の
子
孫
を
帰
国
さ
せ
る

よ
う
に
勧
告
し
ま
し
た
。そ
の
意
味
で
は
、わ
れ
わ
れ
日
本
に
と
っ

て
は
北
朝
鮮
に
応
じ
て
ほ
し
い
内
容
の
勧
告
で
あ
り
、
先
に
示
し

た
北
朝
鮮
の
態
度
は
残
念
な
も
の
で
し
た
。

北
朝
鮮
は
、
第
一
回
の
Ｕ
Ｐ
Ｒ
で
行
わ
れ
た
一
六
七
の
勧
告
に

つ
い
て
も
否
定
的
態
度
を
示
し
ま
し
た
。
北
朝
鮮
は
、
一
六
七
の

勧
告
の
内
、
五
〇
の
勧
告
は
事
実
を
酷
く
歪
め
て
北
朝
鮮
を
侮
辱

す
る
も
の
と
し
て
拒
否
す
る
と
し
、
残
り
を
慎
重
に
検
討
し
た
結

果
、
八
一
の
勧
告
を
受
け
入
れ
、
六
の
勧
告
を
部
分
的
に
受
け
入

れ
、
一
五
の
勧
告
に
つ
い
て
は
現
状
で
は
受
け
入
れ
が
た
い
が
将

来
的
に
検
討
す
る
と
し
て
留
保
し
、
一
五
を
拒
否
し
ま
し
た
。
第

一
回
の
Ｕ
Ｐ
Ｒ
で
各
国
が
示
し
た
「
制
度
的
で
広
範
か
つ
重
大
な

人
権
侵
害
」と
い
う
懸
念
は
馬
鹿
げ
た
作
り
話
に
過
ぎ
な
い
と
し
、

日
本
人
の
拉
致
問
題
に
つ
い
て
は
、
平
壌
宣
言
を
誠
実
に
遵
守
し

た
真

な
努
力
の
結
果
、
完
全
に
解
決
し
た
と
述
べ
ま
し
た
。
日

本
を
含
め
多
く
の
国
が
懸
念
す
る
北
朝
鮮
の
人
権
状
況
に
つ
い
て

真

に
省
み
る
姿
勢
は
残
念
な
が
ら
示
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

第
二
回
の
Ｕ
Ｐ
Ｒ
で
は
八
五
ヵ
国
が
発
言
し
ま
し
た
が
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
は
次
号
に
紹
介
し
ま
す
。


